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広報かなぎ（2) 

太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
前

の
敷
地
約
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

に
、
鉄
骨
造
二
階
建
て
総
床
面
積

約
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
設
費

約
三
億
三
千
万
円
を
か
け
て
建
設

さ
れ
ま
す
。
 

一
階
に
は
「
津
軽
半
島
観
光
P
 

R
コ
ー
ナ

ー
」
と
し
て
津
軽
半
島

の
地
形
を
か
た
ど
つ
た
模
型
を
設

置
し
、
金
木
町
を
含
む
近
隣
十
六

市
町
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
交
通

ア
ク
セ
ス
な
ど
の
情
報
案
内
を
検

索
す
る
ゾ
ー
ン
や
、
四
季
の
祭
り

事
が

一
目
で
分
か
る
イ
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
、
友
好
都
市
‘
山
梨
県
 

(
 

河
口
湖
町
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
 

町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
歴
史
、
文

化
を
写
真
な
ど
を
使
っ
て
掲
示
し

ま
す
。
ま
た
観
光
ル
ー
ト
ガ
イ
ド

と
し
て
津
軽
平
野
コ
ー
ス
、
奥
津

軽
コ

ー
ス
、
西
海
岸
コ
ー
ス
、
太

宰
コ

ー
ス
を
設
け
て
津
軽
半
島
一

円
を
紹
介
。
そ
の
ほ
か
、
津
軽
半

島
の
特
産
品
を
展
示
、
販
売
す
る
 

「物
産
展
示
コ
ー
ナ

ー
」
 
ゃ郷
土

料
理
を
堪
能
で
き
る
「
交
流
コ

ー
 

ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
二
階
は
会

議
や
訪
れ
る
団
体
客
の
食
事
、
休

憩
場
所
と
し
て
多
目
的
に
利
用
で

き
る
ス
ベ

ー
ス
と
な
り
ま
す
。
 

町
の
名
所
や
特
産
品
を

P
R
し
、
訪
れ
る
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
の
施
設

「
金木
町
観
光

物
産
館
」
 
が七
月
下
旬

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
施
設
の
紹
介
を

し
ま
す
。
ま
た
同
館
に
ふ
さ
わ
し

い
名
称

の
募
集
を

し
た
と
こ
ろ
百
五
十
九
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
喜
良
市

の
伊
丸
岡
千
花
子
さ
ん
が
応
募
し
た
 

「
M
A
D
E
N
Y
」
（
マ
デ
ィ
ニ
ー
）
に
決
定
し
ま
し

た
。
 



め
い
た
の
が
 
「て
い
ね
い
』
 

と
い
う
意
味
の
津
軽
弁
 

「ま
で
い
に

ー
」
」
。
 

入
選
し
た
作
品
は
家
族

で
十
通
位
応
募
し
た
中
の

一
点
。
ま
さ
か
私
の
作
品

が
ー
と
、
ち
ょ
っ
と
 

ビ
ッ
ク
リ
し
な

が
ら
満
面
の

笑
み
。
津
軽

弁
に
こ
だ
わ

っ
た
、
と
い
 

う
名
前
は
「
お
 

伊丸岡千花子さん 

名
付
け
親
に
な
り
「
感

謝
、
感
激
」
と
ま
た
ま
た

笑
顔
・
笑
顔
・
・
・
 

客
さ
ん
を
ど
の
よ
う
 

に
も
て
な
す
か
、
そ
し
て
 

】金
木
ら
し
さ
”
を
表
現

し
た
言
葉
を
考
え
、
ひ
ら
 

(3）広報かなぎ 

へ
 

建
物
の
外
観
は
、
斜
陽
館
や
周
辺

の
家
並
み
と
の
調
和
を
考
え
、
内
 

・

外
装
に
ひ
ば
材
を
使
用
し
て
斬

新
な
も
の
で
は
な
く
、
金
木
町
の

顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
造
り
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
隣
接
す
る
三
千
七
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
鉄
骨
造
平

屋
建
て
総
床
面
積
約
七
百
三
十
平

方
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業
費
約
六
億

を
か
け
て
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
津
軽

三
味
線
会
館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
事
業
は
、
商
店
街
活
性
化

の
た
め
に
集
客
力
を
高
め
る
施
設
 
 

と
し
て
六
月
中
旬
に
着
手
、
十
一
一

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
会
館
内
は
、
二
百
五
十
人
収

容
可
能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
ゃ
津
軽

三
味
線
の
ル
ー
ツ
を
紹
介
す
る
展

示
室
、
金
木
町
出
身
の
著
名
人
を

紹
介
す
る
ス
ペ

ー
ス
、
さ
ら
に
併

設
さ
せ
て
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
備
え

付
け
ま
す
。
ま
た
、
周
辺

一
帯
は

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
催
し
物
に
対
応

で
き
る
広
場
を
整
備
し
ま
す
。
 

両
施
設
の
建
設
は
町
の
活
性
化

ゃ
、
津
軽
半
島

一
円
の
情
報
発
信

の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。
 

金木町観光物産館 
一
 

名称は 

左側が物産館。右側に三味線会館も建設される予定で、 

その間は各種の催し物ができるイベント広場（完成予想図） 



広報かなぎ（4) 

▲楽しいショーに拍手と笑顔 

▲募金、迷子さがしに大活躍
金木高校J RC委員会 

子どもたちのさくらまつり 

金
木
桜
ま
つ
り
が
四
月
二
十
九

日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
一
週
間
、
 

県
立
芦
野
公
園
で
開
か
れ
、
期
間

中
県
内
外
よ
り
約
十
五
万
人
の
花

見
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
二
十
九
日
の
ま
つ
り

開
幕
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
公

園
内
の
二
千
二
百
本
の
桜
が
満
開

と
な
り
、
開
幕
を
待
ち
兼
ね
た
花

見
客
が
公
園
内
の
至
る
所
で
酒
宴

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

初
日
に
登
仙
岬
入
口
で
開
会
式

が
行
わ
れ
、
鳴
海
町
長
が
「
今
年

は
丁
度
よ
い
開
花
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
金
木
の
桜
ま
つ
り
で
英
気
を

養
っ
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
 

‘
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
 

さ
あ
ま
つ
り
開
幕
 

続
い
て
、
来
賓
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ツ
ト
で
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。
 

ま
つ
り
期
間
中
前
半
は
好
天
が

続
き
、
各
種
ス
ポ
ー
ッ
大
会
で
は

選
手
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
 

歌
謡
シ
ョ
ー
ゃ
花
火
大
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
は
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
後
半
は
、
天

候
が
く
ず
れ
た
た
め
、
桜
の
散
り

も
早
く
人
出
は
伸
び
悩
み
ま
し
た

が
、
最
終
日
に
行
わ
れ
た
R
A
B
 

杯
カ
ラ
ォ
ケ
大
会
に
は
、
会
場
の

金
木
小
学
校
体
育
館
に
入
り
き
れ

な
い
ほ
ど
観
客
が
詰
め
掛
け
、
出

場
者
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。
 

‘
さ
く
ら
の
ト
ン
ネ
ル
を

走
れ
具
メ
ロ
ス
号
 

	'99 金木桜まつ「J 

ぴったり満開 



▲緊張した表情でじっと出番を待つ 

▼息の合ったバチさばき 

(5）広報かなぎ 

地元出場者 
紹 介 

▲個人・一般B級に出場
吉崎ゆうこさん（金木） 

金
木
町
大

枝
会
 

風

を
裁
る

音
色
 

津

軽
の
魂
が

宿
る
 

第11回津軽三味線 

当全日本金木大会 

一
 

ト
グ
ラ
ン
プ
リ
・
仁
太
坊
賞

二
連
覇
の
吉
田
健
一
さ
ん
 

（
北
海道
・
登
別
市
）
 

第
十
一
回
津
軽
三
味
線
全
日
本

大
会
が
五
月
四
日
、
金
木
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
、
全
国
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
九
十
一
人
、
＋
三
団

体
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
雨
天
に
よ
り
会
場
が
変

更
さ
れ
た
も
の
の
、
大
勢

e三
味

線
フ
ァ
ン
ら
が
詰
め
掛
け
、
出
場

者
の
見
事
な
バ
チ
さ
ば
き
に
大
き

な
拍
手
と
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
 

大
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
参
加
者
と
関
係
者

が
、
川
倉
奏
の
河
原
地
蔵
尊
内
に

あ
る
津
軽
三
味
線
の
始
祖
、
神
原

の
仁
太
坊
ゆ
か
り
の
ロ「等
が
合
し
 
 

さ
れ
て
い
る
「
津
軽
三
味
線
塚
」
 

と
公
園
内
の
「
三
味
線
碑
」
 
に
献

花
。
 

は
じ
め
に
、
審
査
委
員
長
の
大

篠
和
雄
さ
ん

（
作
家
、津
軽
三
味

線
ル
ー
ッ
解
明
者
）
が
「
発
祥
の

地
で
あ
る
金
木
で
行
う
こ
と
に
意

義
が
あ
る
。
四
分
間
の
演
奏
に
す

べ
て
を
表
現
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
出
場
者
は
個
人

五
部
門
、
団
体
三
部
門
に
分
か
れ
、
 

自
慢
の
腕
を
競
い
あ
い
、
力
強
い

演
奏
や
息
の
あ
っ
た
合
奏
な
ど
、
 

そ
れ
ぞ
れ

e三
味
線
の
音
色
を
会

場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
い
ま
し

た
。
 



消防団員 
勇姿を披露 

定期観閲式 
▲訓練礼式を披露する金木町消防団の精鋭 

員 員 長 長 

団 団 班 班 

員 員 員 長 長 長 長 

団 団 団 班 班 班 部 

広報かなぎ（6) 

五
月
三
日
、
芦
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

（
会長
【
櫛
引
幸
雄
）
主
催
に
よ

る
定
期
連
合
観
閲
式
が
、
金
木
町
、
 

中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
の
各

消
防
職
員
や
団
員
、
合
わ
せ
て
七

百
七
十
人
余
り
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
殉
職
消
防
職
員
、
団

員
に
対
し
て
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
 

つ
づ
い
て
、
姿
勢
、
服
装
、
機
械

器
具
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
模
擬
演
習
が
行
わ
れ
、
 

金
木
町
消
防
団
に
よ
る
訓
練
礼
式
、
 

嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
ら
に
よ
る

消
火
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
各
分
団
員
全
員
に
よ

る
見
事
な
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
 

消
防
団
員
の
勇
姿
に
来
賓
や
家
族

ら
が
大
き
な
拍
手
と
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
観
閲
式
で
行
わ
れ
た
各
表

彰
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。
 

（
金木
町
分
）
 

◆
青
森
県
知
事
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

分
団
長
 
須
崎
 

悠
悦

副
分
団
長
 
秋

元
 
秀
樹

副
分
団
長
 
泉
谷
 
久

友

団
 

員
 
米
谷
 

猛

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
 

▽
精
績
章
 

副
団
長
 
中

村
 
健
男

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
優
良
消
防
分
団
 

金
木
町
第

4
分
団

▽
優
良
消
防
分
団
（
現
場
功
労
）
 

金
木
町
第

5
分
団
 

▽
勤
功
章
 

分
団

長
 
津
島
 

照
光

分
団

長
 
須
崎
 
悠
悦

▽
ニ
＋
五
年
勤
続
章
 

分

団
長
 
須
崎
 
悠

悦

副
分
団
長
 
秋

元
 
秀
樹

副
分
団
長
 
泉
谷
 
久

友

団
 

員
 
米

谷
 
猛

▽
ニ
＋
年
勤
続
章
 

分
団

長
 
津
島
 

照
光

分
団

長
 
沢

田
 
文
則

副
分
団
長
 
加
藤
 
良

一
 
 

‘
長
年
の
功
績
が
 

認
め
ら
れ
て
の
表
彰
 

副
分
団
長
 
木
下
 

実
 

泉
谷
 
佳
世

白
川
 
裕
員

白
川
 
一
仁

白
川
 
哲
夫
 

団
 

員
 
秋

元
 
良
一
 

副
分
団
長
 
前
田
 

進
 

▽
十
五
年
勤
続
章
 

副
分
団
長
 
前
田
 

副
分
団
長
 
 

▽
十
年
勤
続
章
 

浜
田
 
和
人

中
野
 
治

米
谷
 
贋
明

松
川
 
幸
喜

工
藤
 
達
男

白
川
 
清
文

平
川
 
鉄
美
 

団
 
員
 

斉
藤
 
知
幸

◆
青
森
県
消
防
協
会
 

北
五
支
部
長
表
彰
 

部
 

長
 
三

潟
成
太
郎

部
 
長
 

小
松
 
達
弘

班
 
長
 
桑
田
 
直

喜

団
 

員
 
竹
内
 
将

団
 

員
 
黒
滝
 

博
巳

◆
西
北
五

消
防
団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰

部
 
長
 
新
岡
 

幸
浩

班
 
長
 
外
崎
 
誠
一

団
 
員
 

泉
谷
 
和
宏

◆
金
木
北
部
消
防

団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰

班
 
長
 

鳴
海
 
恭
治

団
 

員
 
松

尾
 
詳
雄

団
 

員
 
其
田
 
臣

正

団
 

員
 
三

上
 
満

団
 

員
 
吉
崎
 
弘

芳

団
 

員
 
松

橋
 
実
 

副
分
団
長
 
白

川
 
邦
男

部
 
長
 
伊
丸
岡
秀
昭
 

団 団 団 班 班 部 

部 長 三上 茂 班 長 其田 

仲
功 

班 長 秋

元 毅 

団 

員 前田 通 

団 

員 浅

利 文雄 

団 

員 櫛

引 優清 

員 員 員 長 長 長 長 

(
 

(
 


